
令和４（2022）年令和４（2022）年第803号広報あやべ
総合防災訓練
綾部こども探偵
市議会議員18人決まる
綾部の茶が産地賞
白寿の祝い
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一致団結し成果を披露
第28回京都府消防操法大会が８月28日、京丹波町の丹波自然運動公
園で開催され、豊里分団（荒賀敏雅分団長）が綾部市代表としてポン
プ車操法の部に出場しました。ポンプ等の消防用機械器具の安全で正
確な操作技術、スピードを競い、見事３位に入賞。さらに、３番員を
務めた水野広大さんが、優秀選手賞を受賞しました。
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　地震発生を想定し、あらかじめ決められた日時に、その場所で地震か
ら身を守るため、▽姿勢を低く保つ▽頭を守る▽動かない―の３つの安全
行動を実践する一斉防災訓練のこと。地震による人的被害の多くは、揺
れによる家具等の倒壊、落下物による負傷です。それらの被害から身を
守る有効な手段である安全確保行動を身に付けるために行います。

市
は
９
月
４
日
、
上
杉
町
の
総
合
運

動
公
園
で
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
訓
練
は
、
台
風
に
よ
る
水
害

と
上
林
川
断
層
を
震
源
と
す
る
大
地

震
の
複
合
災
害
を
想
定
。
防
災
関
係

機
関
と
合
同
で
の
訓
練
は
、
平
成
30

年
に
府
と
共
催
し
て
以
来
４
年
ぶ
り

で
す
。

48
団
体
約
５
５
０
人
が
参
加

　訓
練
は
午
前
８
時
に
開
始
し
、
情
報

伝
達
や
避
難
所
運
営
、
救
出
・
救
助
訓

練
な
ど
を
実
施
。
国
や
府
、
市
の
防
災

関
係
機
関
ほ
か
吉
美
地
区
自
治
会
連
合

会
や
吉
美
小
学
校
な
ど
48
団
体
、
約
５

５
０
人
が
参
加
す
る
大
規
模
な
訓
練
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
同
日
、
各
地
区
自

治
会
や
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
訓
練
に

約
３
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　市
は
、
今
回
の
訓
練
の
課
題
を
踏
ま

え
、
市
民
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
防

災
・
減
災
対
策
を
進
め
ま
す
。

初
の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
も

　午
前
８
時
30
分
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル

に
よ
る
地
震
発
生
の
合
図
か
ら
１
分

間
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
て
学
校
や
職
場
、
家
庭
な
ど
で

身
の
回
り
の
安
全
対
策
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

シェイクアウト訓練

  家にいるとき
頭を保護し、丈夫な机の下などに隠れる
  屋外にいるとき
ブロック塀や建物から離れ、荷物や手で
頭を守る（提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議）

　模擬消火栓を使用した放水訓
練を体験しました。消火機器は
有事の際に正しく使えるよう、
定期的に触れることが大切だと
改めて実感。町内には高齢者も
多く、災害時に助け合えるよう
にするためにも、地域の防災訓
練などには積極的に参加したい
です。

西雄和美さん
（高倉町）

頻
発
す
る
災
害
に
備
え
て

市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

①②③建物倒壊を想定した救出訓練　④被害状況を調査　⑤避難
者を誘導　⑥吉美小学校の児童が心肺蘇生法を体験　⑦河川の越
水を防ぐための「せき板」を使った水防訓練　⑧感染症まん延防止
に配慮した避難所設置訓練　⑨ペット同行避難訓練を実施　⑩⑪車
両・列車事故による多数傷病者救出訓練　⑫大規模消火訓練

⑤④ ⑥

②

③ ①

⑧

⑩

⑫

⑪

⑦ ⑨
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市
と
京
都
産
業
大
学
は
８
月
６
、７
日
、

夏
休
み
特
別
企
画
「
綾
部
こ
ど
も
探
偵
」

を
開
催
。
市
内
の
小
学
生
５
人
が
探
偵
に

な
っ
て
、
本
市
の
魅
力
を
大
学
生
と
一
緒

に
探
し
ま
し
た
。
探
偵
た
ち
が
ま
と
め
た

地
元
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

本
市
の
豊
か
な
自
然
と
歴
史
を
体
験

　こ
の
企
画
は
、
本
市
の
魅
力
を
子
ど

も
探
偵
が
調
査
す
る
こ
と
で
、
児
童
の

郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
初
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
探
偵
と
し
て
参
加
し

た
の
は
、足
立
雄
哉
君（
中
筋
小
５
年
）、

大
島
快
理
君（
同
）、田
中
智
稀
君（
同
）、

田
中
悠
璃
さ
ん
（
同
３
年
）、
永
山
結

音
君
（
綾
部
小
３
年
）
の
５
人
（
以
下
、

探
偵
）。
同
大
学
現
代
社
会
学
部
の
学

生
２
人
が
助
手
と
し
て
調
査
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　初
日
は
、▽
楞
厳
寺
（
舘
町
）▽
ふ
れ

あ
い
牧
場
（
位
田
町
）▽
二
王
公
園
（
睦

寄
町
）▽
二
王
門
（
同
町
）▽
弓
削
橋
付

近
河
川
敷
（
五
津
合
町
）▽
天
文
館
・

パ
オ
（
里
町
）―

の
６
カ
所
を
巡
回
し

調
査
。
探
偵
自
身
が
綾
部
の
歴
史
や
自

然
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
体
験
し
、
広
範

な
綾
部
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　２
日
目
は
、
初
日
に
感
じ
た
綾
部
の

魅
力
を
模
造
紙
い
っ
ぱ
い
に
記
入
＝
５

面
。
各
探
偵
が
、
調
べ
た
歴
史
や
楽
し

め
る
場
所
、
楽
し
み
方
を
発
表
し
ま
し

た
。
見
守
る
保
護
者
や
市
の
関
係
者
も

本
市
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
充
実
し
た

調
査
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
あ
る
魅
力
を
発
見

　探
偵
た
ち
が
今
回
調
査
し
た
の
は
、

寺
や
市
の
施
設
で
特
別
な
場
所
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
調
査
中
の

探
偵
か
ら
は
笑
顔
が
絶
え
ず
、
ど
の
調

査
場
所
も
「
も
っ
と
い
た
い
」「
ま
た

来
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
初
め

て
訪
れ
る
場
所
や
川
で
の
石
投
げ
、
生

き
物
探
し
な
ど
い
つ
で
も
で
き
る
遊
び

が
特
別
な
体
験
と
な
り
、
遠
く
の
レ

ジ
ャ
ー
施
設
に
負
け
な
い
魅
力
が
綾
部

に
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　同
大
学
現
代
社
会
学
部
の
滋
野
教
授

は
「
調
査
す
る
中
で
『
な
ぜ
？
』
と
感

じ
る
感
覚
が
大
人
に
な
っ
て
も
大
切
。

今
回
調
査
し
魅
力
を
見
つ
け
た
と
こ
ろ

は
み
ん
な
の
地
元
。
無
い
も
の
探
し
で

は
な
く
、
す
で
に
あ
る
魅
力
を
探
し
、

ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と

探
偵
に
伝
え
、
２
日
間
の
調
査
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

綾
部
の
魅
力
見
〜
つ
け
た
！

綾
部
こ
ど
も
探
偵
レ
ポ
ー
ト

「二王門など歴史
的な建物や多く
の人が訪れるス
テキな場所があ
る」

①楞厳寺
・春夏秋冬のカラスが描かれた
襖があり別名「カラス寺」と
呼ばれている

・蓮の花や百日紅が咲いていた

②ふれあい牧場
・４匹のネコが可愛いと噂にな
り来場者が増えた！

・ハンモックで寝ると気持ちが
いい！ 

⑤上林川
・ヨシノボリやカワニナ、ヤゴ
などいろいろな生き物を見つ
けた！

・石投げ（水切り）は７回が最
高記録

⑥天文館・パオ
・望遠鏡のレンズは直径95セン
チメートル、長さ6.5メートル

・望遠鏡で１万８千倍の光を集
めることができるから、昼で
も星が見える！

③二王公園
・大型迷路は15分
ではクリアでき
ず！

・コイの餌やりが
楽しかった

・巨大なガンダム
があった！

④二王門
・２体の金剛力士立像

が「阿吽の呼吸」を
表す。阿は誕生（始
まり）、吽は死（終
わり）を表す

・屋根は4,500枚の木
の板が使われる栩葺
き屋根！

特
集

調査報告書

探
偵
に
聞
く

大島 快理 探偵
「ふれあい牧場で
ウサギにエサを
あげたりヤギを
間近で見たりす
るのが楽しい！」

田中 悠璃 探偵

「川で石切り（投
げ）の記録を競
うなど自然をそ
のまま生かした
遊びができる」

田中 智稀 探偵
「天文館は望遠鏡
以外に本物の隕
石の展示など楽
しいコーナーが
たくさんあった」

永山 結音 探偵

「自然が豊かなと
ころ。調べてみ
れば綾部には歴
史がたくさんあ
る」

足立 雄哉 探偵

ポイント

今
回
発
見
し
た

　

 

綾
部
の
魅
力
は
？

あ うん

ゆ
い
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ー
施
設
に
負
け
な
い
魅
力
が
綾
部

に
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　同
大
学
現
代
社
会
学
部
の
滋
野
教
授

は
「
調
査
す
る
中
で
『
な
ぜ
？
』
と
感

じ
る
感
覚
が
大
人
に
な
っ
て
も
大
切
。

今
回
調
査
し
魅
力
を
見
つ
け
た
と
こ
ろ

は
み
ん
な
の
地
元
。
無
い
も
の
探
し
で

は
な
く
、
す
で
に
あ
る
魅
力
を
探
し
、

ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と

探
偵
に
伝
え
、
２
日
間
の
調
査
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

綾
部
の
魅
力
見
〜
つ
け
た
！

綾
部
こ
ど
も
探
偵
レ
ポ
ー
ト

「二王門など歴史
的な建物や多く
の人が訪れるス
テキな場所があ
る」

①楞厳寺
・春夏秋冬のカラスが描かれた
襖があり別名「カラス寺」と
呼ばれている

・蓮の花や百日紅が咲いていた

②ふれあい牧場
・４匹のネコが可愛いと噂にな
り来場者が増えた！

・ハンモックで寝ると気持ちが
いい！ 

⑤上林川
・ヨシノボリやカワニナ、ヤゴ
などいろいろな生き物を見つ
けた！

・石投げ（水切り）は７回が最
高記録

⑥天文館・パオ
・望遠鏡のレンズは直径95セン
チメートル、長さ6.5メートル

・望遠鏡で１万８千倍の光を集
めることができるから、昼で
も星が見える！

③二王公園
・大型迷路は15分
ではクリアでき
ず！

・コイの餌やりが
楽しかった

・巨大なガンダム
があった！

④二王門
・２体の金剛力士立像

が「阿吽の呼吸」を
表す。阿は誕生（始
まり）、吽は死（終
わり）を表す

・屋根は4,500枚の木
の板が使われる栩葺
き屋根！

特
集

調査報告書

探
偵
に
聞
く

大島 快理 探偵
「ふれあい牧場で
ウサギにエサを
あげたりヤギを
間近で見たりす
るのが楽しい！」

田中 悠璃 探偵

「川で石切り（投
げ）の記録を競
うなど自然をそ
のまま生かした
遊びができる」

田中 智稀 探偵
「天文館は望遠鏡
以外に本物の隕
石の展示など楽
しいコーナーが
たくさんあった」

永山 結音 探偵

「自然が豊かなと
ころ。調べてみ
れば綾部には歴
史がたくさんあ
る」

足立 雄哉 探偵

ポイント

今
回
発
見
し
た

　

 

綾
部
の
魅
力
は
？

あ うん

ゆ
い

ゆ
う  

り

か
い  

り

と
も  

き

ゆ
う  

や

と
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１
等
に
２
点
入
賞

　全
国
一
の
茶
を
決
め
る
「
全
国
茶
品

評
会
」は
、か
ぶ
せ
茶
や
玉
露
、て
ん
茶
、

煎
茶
な
ど
８
部
門
で
、見
た
目
や
香
り
、

風
味
な
ど
を
審
査
。
茶
種
ご
と
に
最
優

秀
の
市
町
村
に
贈
ら
れ
る
「
産
地
賞
」

は
、
同
一
部
門
に
３
点
以
上
の
出
品
が

あ
っ
た
市
町
村
の
中
か
ら
、
審
査
成
績

上
位
３
点
の
合
計
点
で
決
定
し
ま
す
。

か
ぶ
せ
茶
の
部
門
に
は
、
７
府
県
の
10

市
町
村
か
ら
１
０
０
点
が
出
品
。
本
市

か
ら
は
11
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　１
等
１
席
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
は

逃
し
た
も
の
の
、
１
等
２
席
（
農
林
水

産
省
農
産
局
長
賞
）
綾
部
緑
茶
生
産
組

合・福
井
ヒ
デ
子
さ
ん
、１
等
５
席
（
全

国
茶
商
工
業
協
同
組
合
連
合
会
理
事
長

賞
）
小
西
茶
業
組
合
代
表
・
大
槻
正
志

さ
ん
の
２
点
が
上
位
に
入
賞
。
２
年
連

続
産
地
賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　 

綾
部
茶
の
品
質
の
高
さ
を
証
明

　本
市
は
全
国
に
誇
る
茶
の
名
産
地
。

今
回
の
産
地
賞
の
連
続
受
賞
に
よ
り
、

改
め
て
そ
の
品
質
の
高
さ
が
証
明
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
か
ぶ
せ
茶
の
部
門
は

２
位
の
舞
鶴
市
、
３
位
の
福
知
山
市
と

中
丹
３
市
が
上
位
を
独
占
し
ま
し
た
。

　11
月
に
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
褒

賞
授
与
式
が
行
わ
れ
、
再
び
優
勝
旗
を

本
市
に
持
ち
帰
り
ま
す
。

全
国
茶
品
評
会

２
年
連
続
産
地
賞
に
輝
く

　「二
兎
を
追
う
者
は
一
兎
を
も
得

ず
」。
二
つ
の
目
標
を
同
時
に
追
求
す

る
と
両
方
を
取
り
逃
が
し
て
し
ま
う
戒

め
と
し
て
使
わ
れ
る
格
言
で
、
同
意
語

に
「
虻
蜂
取
ら
ず
」
も
。
と
か
く
〝
一

芸
に
秀
で
る
〞
こ
と
や
〝
一
つ
の
道
を

極
め
る
〞
生
き
様
を
良
と
す
る
伝
統
的

な
国
民
性
に
も
通
じ
る
。

　一
方
、
米
大
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
大

谷
翔
平
選
手
が
〝
伝
説
〞
の
べ
ー
ブ

ル
ー
ス
以
来
史
上
２
人
目
、
１
０
４
年

ぶ
り
と
な
る
「
二
桁
勝
利
・
二
桁
本
塁

打
」を
達
成
し
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

ま
さ
に
二
兎
を
追
い
二
兎
を
得
た
偉
業

だ
と
思
う
が
、
本
人
の
弁
は
「
今
ま
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
が
い
な
か
っ
た
だ

け
」
と
素
っ
気
な
い
。
更
に
は
「
２
刀

流
」
と
い
う
言
葉
さ
え
避
け
、
野
球
は

本
来「
投
げ
て・打
っ
て・走
る
」ス
ポ
ー

ツ
と
ま
で
言
い
切
る
。
今
日
に
至
る
ま

で
に
は
〝
外
野
〞
か
ら
様
々
な
声
が
喧

し
か
っ
た
ろ
う
し
、
内
に
も
葛
藤
が

あ
っ
た
こ
と
と
推
測
す
る
。
今
な
お
、

投
手
か
打
者
の
ど
ち
ら
か
に
絞
れ
ば

も
っ
と
高
み
が
目
指
せ
る
と
宣
う
評
論

家
も
い
る
。

　私
見
な
が
ら
、
今
の
時
代
は
実
は
二

兎
を
追
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で

は
、
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
と

社
会
経
済
活
動
の
奨
励
、
二
酸
化
炭
素

の
削
減
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
、
財
政

再
建
と
経
済
の
伸
長
な
ど…

ま
さ
に

「
不
確
実
な
時
代
（
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
＝
本
紙

７
月
号
）」
だ
か
ら
こ
そ
２
刀
流
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
３
刀
流
、
４
刀
流
さ
え
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
般
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
も
副
業
が
励
行

さ
れ
、
田
舎
暮
ら
し
に
お
い
て
は
収
入

源
を
分
散
さ
せ
る
〝
多
業
〞
が
理
想
と

言
わ
れ
る
。
教
育
現
場
の
進
路
決
定
に

お
い
て
も
複
数
の
選
択
肢
を
否
定
し
な

い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
元
々
、
二
十
歳
に
満
た
な
い
学
生

が
生
涯
の
生
業
を
一
つ
に
絞
る
こ
と
に

無
理
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

ん
な
時
代
な
の
だ
と
言
っ
た
方
が
相
応

で
あ
ろ
う
か
。〝
敗
者
復
活
〞
や
〝
人

生
二
毛
作
〞
の
生
き
方
に
も
寛
容
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

大
谷
選
手
ほ
ど
の
天
賦
の
才
を
与
え
ら

れ
な
く
て
も
、一
度
き
り
の
人
生
を
後
悔

な
き
よ
う
に
、二
兎
で
も
三
兎
で
も
、
自

ら
の
夢
を
自
ら
の
意
思
で
追
い
求
め
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
応
援
し
て
み
た
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

151

二
兎
を
追
う

あ
ぶ 

は
ち

の
た
ま

や
か
ま

な
り 

わ
い

８
月
23
〜
26
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
宇
治
市
で
審
査
会
が
開

催
さ
れ
た
第
76
回
全
国
茶
品
評
会
。
本
市
は
か
ぶ
せ
茶
の
部
門
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
、７
度
目
の
産
地
賞（
１
位
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

出品用の茶を丁寧に手摘みする関係者ら＝５月３日、位田町

66

議
員
18
人
が
決
定

　８
月
21
日
に
告
示
さ
れ
た
今
回
の

選
挙
に
は
、
定
数
18
を
１
人
上
回
る

19
人
が
立
候
補
（
現
職
13
人
、
新
人

６
人
）。
現
職
は
全
員
再
選
さ
れ
、
新

人
は
５
人
が
当
選
し
ま
し
た
。
任
期

は
９
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
８
月
31

日
ま
で
の
４
年
で
す
。
選
挙
翌
日
の

29
日
に
は
、
当
選
証
書
付
与
式
が
行

わ
れ
、
新
議
員
が
市
選
挙
管
理
委
員

会
の
中
田
誠
治
委
員
長
か
ら
当
選
証

書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

投
票
率
は
51
・
54
㌫

　市
内
40
カ
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
有
権
者
数
は
２

万
７
２
０
２
人
、
投
票
者
数
は
１
万
４

０
１
９
人
で
し
た
。

　今
回
の
期
日
前
投
票
所
は
、
市
役
所

と
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津

合
町
）
に
加
え
、
物
部
営
農
指
導
セ

ン
タ
ー
（
物
部
町
）
を
新
設
。
市
内
３

カ
所
で
実
施
し
た
期
日
前
投
票
者
数
は

４
７
６
７
人
で
、
前
回
の
４
４
９
８
人

を
２
６
９
人
上
回
り
ま
し
た
。
投
票
率

は
過
去
最
低
の
51
・
54
㌫
で
、
前
回
の

58
・
95
㌫
を
７
・
41
㌽
下
回
り
ま
し
た
。

当
選
者
は
上
記
の
通
り
で
す（
得
票
順
、

敬
称
略
、
年
齢
は
投
票
日
時
点
、
小
数

点
以
下
の
按
分
は
切
り
捨
て
）。

市議会議員18人決まる
　任期満了に伴う綾部市議会議員一般選挙が８月28日に行われ、18人の新議員
が決定しました。

渡辺小百合（53歳）
１，２５２票
小呂町

公新　当選１

梅原 哲史（54歳）
９７２票

中ノ町三丁目
無現　当選２

片岡 英晃（39歳）
９６４票
広瀬町

無現　当選３

高橋　輝（51歳）
９４５票
高津町

無現　当選５

吉﨑 篤子（73歳）
９１６票
岡町

共新　当選１

種清 喜之（38歳）
８７７票
物部町

無現　当選３

渡辺 弘造（71歳）
７８３票
睦合町

無現　当選２

後藤　光（48歳）
７４１票
位田町

無新　当選１

河北ひさ子（74歳）
７０４票
向田町

無新　当選１

井田佳代子（62歳）
７００票
味方町

共現　当選４

栁原 秀一（65歳）
５８８票
物部町

無現　当選２

中島 祐子（46歳）
５８５票
有岡町

無現　当選２

安藤 和明（71歳）
５５１票
青野町

無現　当選５

本田 文夫（69歳）
５４３票
志賀郷町
無現　当選２

塚﨑 泰史（47歳）
６６８票
寺町

共新　当選１

藤岡 康治（49歳）
６０１票

桜が丘一丁目
無現　当選２

酒井 裕史（51歳）
５４３票
上杉町

無現　当選２

松本 幸子（64歳）
４９８票
岡町

無現　当選３



　市と京都サンガＦ.Ｃ.（以下サンガ）は８月６日、亀岡市
のサンガスタジアムbyＫＹＯＣＥＲＡで「綾部市ホームタウ
ンデー」を開催しました。会場では、市内のスポーツ少年団
に登録するサッカーチームの選手がピッチを行進したほか、
大型スクリーンでは、綾部市のＰＲ動画や市長メッセージを
放映。ＰＲブースでは水源の里の特産品を販売しました。こ
の日は、惜しくも敗れたサンガでしたが、迫力ある試合で観
客を魅了しました。
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　８月11～15日、青野町のあやべグンゼスクエアで「あやべ
夏あかり」（同実行委員会主催）が開催されました。11日の点

灯式では、山崎善也市長のカウン
トダウンで、個人や団体の工夫を
凝らしたイルミネーションが一斉
に点灯。家族連れなど多くの来訪
者から歓声が上がりました。15日には、４年ぶりにあやべ盆踊り大会
も実施。期間中約6,100人が訪れ、夏の夜のひとときを楽しみました。

京都サンガＦ.Ｃ.綾部市ホームタウンデー

　市は８月９日、主要地方道小浜綾部線大町バ
イパス（事業延長約1.9キロメートル、事業費
約9.8億円）の一部区間の開通式を開催。今
回、小浜綾部線の大町（五津合町）から片山
（八津合町）までの700メートルと舞鶴和知線
の300メートルが開通しました。歩道整備や畑
口川橋の架け替えが行われ、児童・生徒の通学
や周辺住民の安全性が向上しました。

真夏の夜を彩るイルミネーション

念願の大町バイパスが一部開通

8

　地球市民の集い実行委員会（委員長、山崎
善也・綾部市長）は８月15日、上野町の藤山
公園（寺山山頂）で綾部市民平和祈願の集い
を開催しました。42回目の今回は市民約80人
が参加。世界連邦都市宣言と市民憲章を代表
者が朗読した後、平和の鐘の音に合わせ、戦
没者の冥福と世界平和を祈り黙とうをささげ
ました。

世界平和の祈りささげる

ⒸKYOTO.P.S.

ⒸKYOTO.P.S.

　敬
老
の
日
を
前
に
、
山
崎
善
也
市
長

は
９
月
２
日
、
白
寿
を
迎
え
る
２
人
の

お
宅
を
訪
問
。
記
念
品
を
渡
し
、
長
寿

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　本
年
度
の
対
象
は
大
正
12
年
４
月

２
日
か
ら
大
正
13
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
。
男
性
４
人
、
女
性
29

人
の
計
33
人
（
８
月
末
現
在
）
で
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略・誕
生
日
順
・

掲
載
了
解
者
の
み
掲
載
）。

▽
福
井
ヨ
リ
（
上
八
田
町
）▽
安
村
は

つ
枝
（
神
宮
寺
町
）▽
渡
邉
ヨ
シ
ノ
（
寺

町
）▽
村
上
ふ

　江
（
小
貝
町
）▽
辻
田

志
信
（
金
河
内
町
）▽
磯
井
み
ね
子
（
上

杉
町
）▽
今
井
田
鶴
子
（
星
原
町
）▽
　

方
千
鶴（
里
町
）▽
河
北
タ
カ
野
（
別

所
町
）▽
濵
島
二
三
子
（
有
岡
町
）▽
田

中
信
之
（
十
倉
志
茂
町
）▽
佐
竹
や
ち

子
（
神
宮
寺
町
）▽
川
北
通
子
（
栗
町
）

▽
四
方

　つ
枝
（
下
替
地
町
）▽
大
村

貴
一
（
十
倉
名
畑
町
）▽
乾
八
重
野
（
小

畑
町
）▽
林
謙
三
（
宮
代
町
）▽
白
波
瀬

ま
つ
ゑ
（
西
方
町
）▽
渡
邉
睦
（
十
倉

名
畑
町
）▽
武
內
君
子
（
下
八
田
町
）▽

倉
橋
ま
す
枝
（
仁
和
町
）▽
土
師
信
枝

（
上
杉
町
）▽
梅
原
康
（
神
宮
寺
町
）▽

篠
原
ち
か
江
（
安
場
町
）▽
堂
本
ま
さ

江
（
神
宮
寺
町
）

　「百」の字から「一」を取ると「白」の字になることから、99歳は「白寿」と呼ばれています。
市は、年度内に白寿を迎える人に記念品を贈呈し、長寿をお祝いしています。

今
年
は
男
性
４
人
、
女
性
29
人

白寿 の祝い

99歳おめでとうございます

　「
長
生
き
の
秘
訣
は
若
い
こ
ろ
か
ら
よ
く
働

い
て
き
た
こ
と
」
と
話
す
白
波
瀬
さ
ん
。
好

き
嫌
い
な
く
な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と
が
元
気

に
過
ご
す
秘
訣
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
４
世
代
で
に
ぎ
や
か
に
過
ご
さ
れ
て
い
る

倉
橋
さ
ん
。「
週
３
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
描

い
た
絵
や
折
り
紙
を
、
孫
に
見
せ
る
と
褒
め

て
も
ら
え
る
の
が
嬉
し
い
」
と
笑
顔
で
す
。

倉橋 ます枝さん
（仁和町）

白波瀬 まつゑさん
（西方町）

　市と京都サンガＦ.Ｃ.（以下サンガ）は８月６日、亀岡市
のサンガスタジアムbyＫＹＯＣＥＲＡで「綾部市ホームタウ
ンデー」を開催しました。会場では、市内のスポーツ少年団
に登録するサッカーチームの選手がピッチを行進したほか、
大型スクリーンでは、綾部市のＰＲ動画や市長メッセージを
放映。ＰＲブースでは水源の里の特産品を販売しました。こ
の日は、惜しくも敗れたサンガでしたが、迫力ある試合で観
客を魅了しました。
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　８月11～15日、青野町のあやべグンゼスクエアで「あやべ
夏あかり」（同実行委員会主催）が開催されました。11日の点

灯式では、山崎善也市長のカウン
トダウンで、個人や団体の工夫を
凝らしたイルミネーションが一斉
に点灯。家族連れなど多くの来訪
者から歓声が上がりました。15日には、４年ぶりにあやべ盆踊り大会
も実施。期間中約6,100人が訪れ、夏の夜のひとときを楽しみました。

京都サンガＦ.Ｃ.綾部市ホームタウンデー

　市は８月９日、主要地方道小浜綾部線大町バ
イパス（事業延長約1.9キロメートル、事業費
約9.8億円）の一部区間の開通式を開催。今
回、小浜綾部線の大町（五津合町）から片山
（八津合町）までの700メートルと舞鶴和知線
の300メートルが開通しました。歩道整備や畑
口川橋の架け替えが行われ、児童・生徒の通学
や周辺住民の安全性が向上しました。

真夏の夜を彩るイルミネーション

念願の大町バイパスが一部開通
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　地球市民の集い実行委員会（委員長、山崎
善也・綾部市長）は８月15日、上野町の藤山
公園（寺山山頂）で綾部市民平和祈願の集い
を開催しました。42回目の今回は市民約80人
が参加。世界連邦都市宣言と市民憲章を代表
者が朗読した後、平和の鐘の音に合わせ、戦
没者の冥福と世界平和を祈り黙とうをささげ
ました。

世界平和の祈りささげる

ⒸKYOTO.P.S.

ⒸKYOTO.P.S.
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２
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迎
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２
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問
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し
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し
ま
し
た
。
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４
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４
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８
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順
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掲
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載
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
市

へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の

視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区
を

順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

き
っ
か
け
は
「
移
住
立
国
あ
や
べ
」

妻
の
退
職
を
機
に
東
京
か
ら
地
方
へ

移
住
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
「
移
住
立

国
あ
や
べ
」
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
「
こ
ん
な
暮
ら

し
が
で
き
た
ら
い
い
ね
」
と
２
人
で
話

し
な
が
ら
、
農
家
民
宿
を
利
用
し
て
物

件
探
し
。
３
年
前
に
希
望
す
る
条
件
に

合
う
家
が
見
つ
か
り
移
住
し
ま
し
た
。

綾
部
市
は
父
の
出
身
地
で
、
縁
が
あ
っ

た
こ
と
も
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

お
気
に
入
り
は
農
大
沿
い
の
景
色

私
た
ち
が
住
む
岡
倉
地
区
は
、
府
道

か
ら
離
れ
た
交
通
量
が
少
な
い
ま
ち
。

鳥
の
さ
え
ず
り
や
草
木
の
揺
れ
る
音
な

ど
が
心
地
よ
い
で
す
。
ま
た
、
市
街
地

に
も
近
く
、
生
活
に
不
便
は
あ
り
ま
せ

ん
。
府
立
農
業
大
学
校
沿
い
の
道
は
電

線
が
少
な
く
、
運
転
中
に
見
る
開
け
た

景
色
が
お
気
に
入
り
で
す
。

地
域
の
魅
力
を
守
っ
て
い
き
た
い

私
た
ち
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
、

公
民
館
近
く
に
あ
る
大
社
神
社
。
ビ

ロ
ー
ド
苔
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
き
れ
い
で

す
。
地
域
住
民
が
定
期
的
に
集
ま
り
境

内
を
清
掃
。
毎
回
落
ち
葉
や
雑
草
を
ひ

と
つ
残
ら
ず
掃
除
し
ま
す
。
初
め
て
参

加
し
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
が
、
こ
う

し
て
地
元
の
人
が
守
っ
て
き
た
文
化
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
魅
力
が
生
ま

れ
る
と
感
じ
ま
す
。
季
節
の
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
も
活
発
で
、
地
域
活
動
に
は
積

極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。

豊
里
地
区

「大社神社にある立派なモミの木。神聖な雰囲気
に包まれ歴史を感じる場所です」と佐々木さん

佐々木 淳さん・香代さん
（位田町）

あつし

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

時　間　午前６時30分～
　　　　　　　　　午後11時
場　所　市内コンビニ「セブン
　　　　ｰイレブン」各店舗

（８月末現在）
発行料　コンビニへの発行手数料として１枚当たり
　　　　120円（印刷不良を除き､発行後の返金は
　　　　不可）
発行手順
①マイナンバーカード（暗証番号４桁必要）を持っ
　てコンビニへ
②マルチコピー機の案内に従って
　操作

※海外用の接種証明書は、７月 
　21日以降に書面かアプリで海
　外用の接種証明書を取得する必
　要があります

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

ワ
ク
チ
ン
証
明
を
コ
ン
ビ
ニ
発
行

　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

（
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
）
が
、
市
内

で
は
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
各
店
舗
で
取

得
で
き
ま
す
。
▽
市
役
所
閉
庁
時
に
紙

の
接
種
証
明
書
が
必
要
▽
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
の
ア
プ
リ
か
ら
申

請
で
き
な
い
▽
複
数
の
自
治
体
で
接
種

を
受
け
た―

場
合
な
ど
に
便
利
。
手
続

き
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
４

桁
の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
＝
左
表
。

今
後
の
接
種
方
針
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ

　８
月
末
時
点
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
）
接
種
の
実

施
方
針
は
未
定
で
す
。
国
の
方
針
が
示

さ
れ
市
の
詳
細
が
決
定
次
第
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
お
や
し
ろ

接種証明書の取得にも
マイナンバーカードが便利

コンビニ交付

スマホのアプリからも取得できます

手のひらを上にして差し出す
（疑問文の語尾に使う手話表現
「～か？」）

小指の指先を顎に２回当てる
（構わないという表現）

今
月
の
手
話

構
い
ま
せ
ん
か

著
者
＝
西
川
清
史

出
版
社
＝
飛
鳥
新
社

　世界中から集めた猫の写真に、四字熟語が添え
られています。ほっこりしながら賢くなれる、四
字熟語辞典です。

　スマホの普及で語彙力が落ちたと気
になる人におすすめ。さまざまな猫の
写真にほっこりしながら、四字熟語の
達人になれる一冊です。

に
ゃ
ん
こ
四
字
熟
語
辞
典

おすすめ
ポイント

図書館ほんでほんで通信mini図書館ほんでほんで通信mini

ご　 い

マルチコピー機
の操作方法は
こちらから

取得方法など詳しくは、本紙１月号をご覧ください

身
近
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別

　市
教
育
委
員
会
は
８
月
30
日
、
中
央

公
民
館
で
第
１
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　松
村
さ
ん
は
、
反
差
別
・
人
権
研
究

所
み
え
で
長
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

人
権
に
関
す
る
問
題
と
向
き
合
わ
れ
て

い
ま
す
。
講
演
で
は
、▽
差
別
を
助
長

す
る
サ
イ
ト
▽
差
別
的
な
書
き
込
み
▽

差
別
的
な
ネ
ッ
ト
記
事―

な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ま
ん
延
し
て
い
る
問

題
を
説
明
。「
差
別
は
、
社
会
の
多
数

派
が
少
数
派
を
攻
撃
し
て
起
こ
る
。
差

別
の
実
態
を
理
解
し
『
差
別
を
許
さ
な

い
』
と
い
う
毅
然
と
し
た
態
度
を
取
る

こ
と
が
大
切
」
と
講
演
し
ま
し
た
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　「差
別
は
『
自
分
は
差
別
を
し
て
い

な
い
か
ら
い
い
』
や
『
寝
た
子
を
起
こ

さ
な
い
ほ
う
が
よ
い
』
と
い
う
問
題
で

は
な
い
。
無
意
識
に
誰
か
を
差
別
し
て

い
る
こ
と
に
気
付
け
な
い
と
結
果
と
し

て
そ
の
差
別
を
支
え
て
し
ま
う
」
と
松

村
さ
ん
は
忠
告
し
ま
す
。
そ
し
て
「
無

意
識
の
差
別
を
無
く
す
た
め
▽
講
演
会

等
に
積
極
的
・
主
体
的
に
参
加
す
る
▽

講
演
会
や
研
修
会
を
開
催
す
る
▽
本
や

教
材
な
ど
で
常
に
最
新
の
知
見
を
学
ぶ

―

な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
回
は
、
人
権
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑤
第
１
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

「
無
関
心
で
い
ら
れ
て
も
、
無
関
係
で

　
　
　
　
　
　
　い
ら
れ
な
い
人
権
・
部
落
問
題
」

反
差
別
・
人
権
研
究
所
み
え
　事
務
局
長
　松
村
元
樹
さ
ん
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な
く
、
運
転
中
に
見
る
開
け
た

景
色
が
お
気
に
入
り
で
す
。

地
域
の
魅
力
を
守
っ
て
い
き
た
い

私
た
ち
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
、

公
民
館
近
く
に
あ
る
大
社
神
社
。
ビ

ロ
ー
ド
苔
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
き
れ
い
で

す
。
地
域
住
民
が
定
期
的
に
集
ま
り
境

内
を
清
掃
。
毎
回
落
ち
葉
や
雑
草
を
ひ

と
つ
残
ら
ず
掃
除
し
ま
す
。
初
め
て
参

加
し
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
が
、
こ
う

し
て
地
元
の
人
が
守
っ
て
き
た
文
化
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
魅
力
が
生
ま

れ
る
と
感
じ
ま
す
。
季
節
の
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
も
活
発
で
、
地
域
活
動
に
は
積

極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。

豊
里
地
区

「大社神社にある立派なモミの木。神聖な雰囲気
に包まれ歴史を感じる場所です」と佐々木さん

佐々木 淳さん・香代さん
（位田町）

あつし

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

時　間　午前６時30分～
　　　　　　　　　午後11時
場　所　市内コンビニ「セブン
　　　　ｰイレブン」各店舗

（８月末現在）
発行料　コンビニへの発行手数料として１枚当たり
　　　　120円（印刷不良を除き､発行後の返金は
　　　　不可）
発行手順
①マイナンバーカード（暗証番号４桁必要）を持っ
　てコンビニへ
②マルチコピー機の案内に従って
　操作

※海外用の接種証明書は、７月 
　21日以降に書面かアプリで海
　外用の接種証明書を取得する必
　要があります

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

ワ
ク
チ
ン
証
明
を
コ
ン
ビ
ニ
発
行

　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

（
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
）
が
、
市
内

で
は
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
各
店
舗
で
取

得
で
き
ま
す
。
▽
市
役
所
閉
庁
時
に
紙

の
接
種
証
明
書
が
必
要
▽
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
の
ア
プ
リ
か
ら
申

請
で
き
な
い
▽
複
数
の
自
治
体
で
接
種

を
受
け
た―

場
合
な
ど
に
便
利
。
手
続

き
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
４

桁
の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
＝
左
表
。

今
後
の
接
種
方
針
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ

　８
月
末
時
点
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
）
接
種
の
実

施
方
針
は
未
定
で
す
。
国
の
方
針
が
示

さ
れ
市
の
詳
細
が
決
定
次
第
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
お
や
し
ろ

接種証明書の取得にも
マイナンバーカードが便利

コンビニ交付

スマホのアプリからも取得できます

手のひらを上にして差し出す
（疑問文の語尾に使う手話表現
「～か？」）

小指の指先を顎に２回当てる
（構わないという表現）

今
月
の
手
話

構
い
ま
せ
ん
か

著
者
＝
西
川
清
史

出
版
社
＝
飛
鳥
新
社

　世界中から集めた猫の写真に、四字熟語が添え
られています。ほっこりしながら賢くなれる、四
字熟語辞典です。

　スマホの普及で語彙力が落ちたと気
になる人におすすめ。さまざまな猫の
写真にほっこりしながら、四字熟語の
達人になれる一冊です。

に
ゃ
ん
こ
四
字
熟
語
辞
典

おすすめ
ポイント

図書館ほんでほんで通信mini図書館ほんでほんで通信mini

ご　 い

マルチコピー機
の操作方法は
こちらから

取得方法など詳しくは、本紙１月号をご覧ください

身
近
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別

　市
教
育
委
員
会
は
８
月
30
日
、
中
央

公
民
館
で
第
１
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　松
村
さ
ん
は
、
反
差
別
・
人
権
研
究

所
み
え
で
長
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

人
権
に
関
す
る
問
題
と
向
き
合
わ
れ
て

い
ま
す
。
講
演
で
は
、▽
差
別
を
助
長

す
る
サ
イ
ト
▽
差
別
的
な
書
き
込
み
▽

差
別
的
な
ネ
ッ
ト
記
事―

な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ま
ん
延
し
て
い
る
問

題
を
説
明
。「
差
別
は
、
社
会
の
多
数

派
が
少
数
派
を
攻
撃
し
て
起
こ
る
。
差

別
の
実
態
を
理
解
し
『
差
別
を
許
さ
な

い
』
と
い
う
毅
然
と
し
た
態
度
を
取
る

こ
と
が
大
切
」
と
講
演
し
ま
し
た
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　「差
別
は
『
自
分
は
差
別
を
し
て
い

な
い
か
ら
い
い
』
や
『
寝
た
子
を
起
こ

さ
な
い
ほ
う
が
よ
い
』
と
い
う
問
題
で

は
な
い
。
無
意
識
に
誰
か
を
差
別
し
て

い
る
こ
と
に
気
付
け
な
い
と
結
果
と
し

て
そ
の
差
別
を
支
え
て
し
ま
う
」
と
松

村
さ
ん
は
忠
告
し
ま
す
。
そ
し
て
「
無

意
識
の
差
別
を
無
く
す
た
め
▽
講
演
会

等
に
積
極
的
・
主
体
的
に
参
加
す
る
▽

講
演
会
や
研
修
会
を
開
催
す
る
▽
本
や

教
材
な
ど
で
常
に
最
新
の
知
見
を
学
ぶ

―

な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
回
は
、
人
権
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑤
第
１
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

「
無
関
心
で
い
ら
れ
て
も
、
無
関
係
で

　
　
　
　
　
　
　い
ら
れ
な
い
人
権
・
部
落
問
題
」

反
差
別
・
人
権
研
究
所
み
え
　事
務
局
長
　松
村
元
樹
さ
ん



介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

お部屋探しはミニミニへ♪

ミニミニFC綾部店
アスパ
２階

㈱Mini Creation
TEL0773-43-2103
綾部市綾中町花ノ木30番地

売 買 賃 貸いこいの村聴覚言語障害センター
開所40周年記念祭

日時：2022（令和4）年 10月16日㈰  13：30～16：00
会場：京都府中丹文化会館
内容：記念式典
　　　記念講演
　　　特定非営利活動法人  日本障害者協議会　代表  藤井克徳 氏
　　　「障害のある人の現在、過去、未来
　　　～平和と人権の尊さを考える  私たち一人一人にできること～」
※感染拡大防止対策を十分に行って開催します。皆様のご来場を心よりお待ちしております。

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101  FAX（0773）46ー0610  総務課

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

　消
防
法
に
定
め
る
危
険
物
取
扱

者
試
験
の
受
験
に
際
し
、
必
要
な

予
備
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
講

習
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
２
日（
日
）午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
。
場
所
／
消
防

本
部
３
階
講
堂
（
味
方
町
）。
受

講
料
／
危
険
物
安
全
協
会
会
員
と

そ
の
従
業
員
、
学
生
は
５
千
円
。

そ
の
ほ
か
は
７
千
円
。
テ
キ
ス
ト

代
は
別
途
必
要
。
申
し
込
み
／
10

月
１
日（
土
）ま
で
に
消
防
本
部

へ
。
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
。

問
同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
17
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
あ
や

べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会

議
室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三

丁
目
）。
主
催
／
綾
部
市
精
神
保

健
家
族
会
。
対
象
／
綾
部
市
在
住

の
人
。

朝
と
夕
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　多
く
の
人
に
注
意
喚
起
す
る
た

め
、
ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
や
ク

マ
の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
も
の
を
発

見
し
た
と
き
は
、
同
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
窓

口
負
担
割
合

　10
月
１
日
か
ら
、
現
役
並
所
得

者
（
窓
口
負
担
割
合
３
割
）
を
除

き
、
75
歳
以
上
等
の
人
で
一
定
以

上
の
所
得
（
課
税
所
得
が
28
万
円

以
上
か
つ
、
年
金
収
入
と
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
が
、
単
身
世
帯

の
場
合
２
０
０
万
円
以
上
、
複
数

世
帯
の
場
合
合
計
３
２
０
万
円
以

上
）
が
あ
る
人
は
、
医
療
費
の
窓

口
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま

す
。
２
割
負
担
と
な
る
人
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で
、

１
か
月
の
外
来
医
療
の
窓
口
負
担

割
合
の
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担
増

加
額
を
３
０
０
０
円
ま
で
に
抑
え

る
措
置
が
あ
り
ま
す
（
入
院
の
医

療
費
は
対
象
外
）。
措
置
の
適
用

で
払
い
戻
し
と
な
る
人
は
、
高
額

療
養
費
と
し
て
口
座
へ
払
い
戻
し

ま
す
。

問
市
民・国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

感
染
症
の
影
響
で
令
和
４
年
１
月

以
降
の
収
入
が
減
少
し
、
世
帯
全

員
が
住
民
税
非
課
税
相
当
と
な
っ

た
世
帯
。
支
給
額
／
１
世
帯
あ
た

り
10
万
円
。
そ
の
他
／
①
＝「
確

認
書
」
が
届
き
ま
す
。（
一
部
申

請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

②
＝
申
請
が
必
要
で
す
。
添
付
書

類
等
詳
し
く
は
、社
会
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

　今
年
も
、
ク
マ
が
市
内
各
所
で

頻
繁
に
出
没
し
て
い
ま
す
。
ク
マ

は
青
い
カ
キ
で
も
食
べ
る
た
め
①

幹
に
ト
タ
ン
を
巻
く
②
木
の
周
辺

を
電
気
柵
で
囲
む―
な
ど
の
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。
不
要
な
カ
キ

や
ク
リ
の
木
な
ど
は
伐
採
す
る
と

と
も
に
、
果
実
等
は
放
置
せ
ず
に

早
め
に
収
穫
し
て
ク
マ
の
エ
サ
と

な
る
も
の
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
で
伐
採
す
る
場
合
は
、
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
林
政

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
山
に
入
る
と
き
は
鈴
や
ラ
ジ

オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の
存
在
を

示
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
一
の

た
め
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆

竹
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
早

問
同
会
会
長
　上
原
光

　☎（
49
）０
１
５
５

　障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
３
１
８

聞
こ
え
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

　府
は
、
聞
こ
え
に
く
さ
を
感
じ

て
い
る
人
の
た
め
の
「
Ｕ
60
企
画
」

と
「
聞
こ
え
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

Ｕ
60
企
画
＝
日
時
／
10
月
22
日

（
土
）午
後
１
時
〜
３
時
30
分
。
場

所
／
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー
（
城
陽
市
）。
対
象
／
60
歳

未
満
の
聞
こ
え
に
く
い
人
や
聞
こ

え
な
い
人
、
そ
の
家
族・関
係
者
、

関
心
の
あ
る
人
。
内
容
／
聴
覚
障

害
者
の
職
場
や
学
校
、
社
会
に
お

け
る
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
学

び
、
意
見
交
換
。
申
し
込
み
／
10

月
14
日（
金
）ま
で
に
京
都
聴
覚
言

語
障
害
者
福
祉
協
会
へ
。
聞
こ
え

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
教
室

＝
日
時
／
10
月
29
日（
土
）午
後
１

時
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
舞
鶴
市

西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー
（
舞
鶴
市
）。

対
象
／
聞
こ
え
に
く
い
人
や
聞
こ

え
な
い
人
、
そ
の
家
族・関
係
者
、

関
心
の
あ
る
人
。
内
容
／
聞
こ
え

を
補
う
機
器
や
制
度
の
説
明
と
体

験
。
申
し
込
み
／
10
月
21
日（
金
）

集
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
27
日（
日
）午
前
９
時

〜
。
会
場
／
総
合
運
動
公
園
（
上

杉
町
）。
部
門
／
中
学
生
、
高
校

生
、一
般
の
部
（
い
ず
れ
も
男
子
、

女
子
）、
シ
ニ
ア
の
部
（
50
歳
以

上
、
男
女
混
合
可
）、
オ
ー
プ
ン

の
部
（
男
女
混
合
可
）
距
離
／
５

区
間
13
㌔
。
参
加
資
格
／
市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
人
と
市
内
の

学
校
の
卒
業
生
。
申
し
込
み
／
10

月
７
日（
金
）ま
で
に
参
加
申
込
書

を
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

そ
の
他
／
小
学
生
駅
伝
も
同
日
開

催
。
詳
し
く
は
各
小
学
校
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

農
業
大
学
校
新
入
学
生

　府
立
農
業
大
学
校
は
、
令
和
５

年
度
入
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日
／
推
薦
＝
10
月
28
日

（
金
）。
前
期
＝
令
和
５
年
１
月
12

日（
木
）。
後
期
＝
令
和
５
年
２
月

17
日（
金
）。
試
験
場
所
／
府
立
農

業
大
学
校
（
位
田
町
）。
出
願
資

格
／
高
校
か
中
等
教
育
学
校
の
卒

業
者
（
令
和
５
年
３
月
卒
業
見
込

み
）。
令
和
５
年
４
月
１
日
時
点

で
40
歳
未
満
の
人
。
募
集
人
数
／

20
人
程
度
（
推
薦
入
学
含
む
）。

学
業
期
間
／
２
年
間
（
全
寮
制
）。

ま
で
に
京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福

祉
協
会
へ
。 

問
同
協
会

　☎
０
７
５（
８
４
１
）８
３
３
７

　F
０
７
５（
８
４
１
）８
３
１
５

　　kikoe-shien@
kyoto-cho

　
　

gen.or.jp

一
部
列
車
の
運
行
を
取
り
止
め

　Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
10
月
17
日

（
月
）〜
19
日（
水
）の
午
前
９
時
頃

〜
午
後
３
時
頃
、
綾
部
〜
東
舞
鶴

間
の
保
守
集
中
工
事
を
実
施
す
る

た
め
、
一
部
列
車
の
運
行
を
取
り

止
め
、臨
時
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

バ
ス
は
通
常
よ
り
時
間
を
要
し
、

座
席
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
利

用
日
や
利
用
時
間
の
変
更
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。
な
お
、
具
体
的
な

運
転
計
画
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｒ
西

日
本
お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
５
７
０（
０
０
）２
４
８
６

綾
部
市
民
駅
伝
競
走
大
会

　市
な
ど
は
「
第
38
回
綾
部
市
民

駅
伝
競
走
大
会
」
の
出
場
者
を
募

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

綾
部
市
戦
没
者
追
悼
式

　市
内
２
４
３
２
人
の
戦
没
者
の

尊
い
犠
牲
に
対
し
、
哀
悼
の
誠
を

さ
さ
げ
ま
す
。
ま
た
、
遺
族
の
ご

労
苦
に
敬
意
を
表
し
、
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
20
日（
木
）午
前
10
時

〜
。
場
所
／
中
丹
文
化
会
館
（
里

町
）。
参
列
者
／
遺
族
（
戦
没
者

の
配
偶
者
・
３
親
等
内
の
親
族
な

ど
）。
そ
の
他
／
参
列
を
希
望
す

る
一
般
の
人
は
９
月
30
日（
金
）ま

で
に
社
会
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
給
付
金

　住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
等

の
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
臨
時
特

別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
世
帯

の
全
員
が
税
制
上
の
扶
養
に
な
っ

て
い
る
場
合
や
既
に
同
給
付
金
の

支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

対
象
／
①
＝
令
和
４
年
度
分
の
住

民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税
の
世

帯
。
②
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス　　＝メール

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

受
付
期
間
／
推
薦
＝
９
月
20
日

（
火
）〜
10
月
４
日（
火
）。
前
期
＝

12
月
１
日（
木
）〜
12
月
14
日

（
水
）。
後
期
＝
令
和
５
年
１
月
20

日（
金
）〜
２
月
１
日（
水
）。
推
薦

入
学
試
験
／
高
校
、
大
学
、
市
町

村
、
Ｊ
Ａ
等
の
長
の
推
薦
に
よ
る

出
願
が
可
能
。

問
同
大
学
校
☎（
48
）０
３
２
１

　F（
48
）０
３
２
２

９
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
１
０
５
５
人
（
男
１

４
８
９
４
、
女
１
６
１
６
１
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
９
０
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

６
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

８
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
７
０
㌧
（
前
年
比
１
・

９
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
82
㌧
（
同
23
・
３
㌫

増
）
で
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

家
庭
ご
み
の
処
理
量

募

　集

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

お部屋探しはミニミニへ♪

ミニミニFC綾部店
アスパ
２階

㈱Mini Creation
TEL0773-43-2103
綾部市綾中町花ノ木30番地

売 買 賃 貸いこいの村聴覚言語障害センター
開所40周年記念祭

日時：2022（令和4）年 10月16日㈰  13：30～16：00
会場：京都府中丹文化会館
内容：記念式典
　　　記念講演
　　　特定非営利活動法人  日本障害者協議会　代表  藤井克徳 氏
　　　「障害のある人の現在、過去、未来
　　　～平和と人権の尊さを考える  私たち一人一人にできること～」
※感染拡大防止対策を十分に行って開催します。皆様のご来場を心よりお待ちしております。

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101  FAX（0773）46ー0610  総務課

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

　消
防
法
に
定
め
る
危
険
物
取
扱

者
試
験
の
受
験
に
際
し
、
必
要
な

予
備
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
講

習
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
２
日（
日
）午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
。
場
所
／
消
防

本
部
３
階
講
堂
（
味
方
町
）。
受

講
料
／
危
険
物
安
全
協
会
会
員
と

そ
の
従
業
員
、
学
生
は
５
千
円
。

そ
の
ほ
か
は
７
千
円
。
テ
キ
ス
ト

代
は
別
途
必
要
。
申
し
込
み
／
10

月
１
日（
土
）ま
で
に
消
防
本
部

へ
。
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
。

問
同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
17
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
あ
や

べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会

議
室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三

丁
目
）。
主
催
／
綾
部
市
精
神
保

健
家
族
会
。
対
象
／
綾
部
市
在
住

の
人
。

朝
と
夕
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　多
く
の
人
に
注
意
喚
起
す
る
た

め
、
ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
や
ク

マ
の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
も
の
を
発

見
し
た
と
き
は
、
同
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
窓

口
負
担
割
合

　10
月
１
日
か
ら
、
現
役
並
所
得

者
（
窓
口
負
担
割
合
３
割
）
を
除

き
、
75
歳
以
上
等
の
人
で
一
定
以

上
の
所
得
（
課
税
所
得
が
28
万
円

以
上
か
つ
、
年
金
収
入
と
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
が
、
単
身
世
帯

の
場
合
２
０
０
万
円
以
上
、
複
数

世
帯
の
場
合
合
計
３
２
０
万
円
以

上
）
が
あ
る
人
は
、
医
療
費
の
窓

口
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま

す
。
２
割
負
担
と
な
る
人
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で
、

１
か
月
の
外
来
医
療
の
窓
口
負
担

割
合
の
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担
増

加
額
を
３
０
０
０
円
ま
で
に
抑
え

る
措
置
が
あ
り
ま
す
（
入
院
の
医

療
費
は
対
象
外
）。
措
置
の
適
用

で
払
い
戻
し
と
な
る
人
は
、
高
額

療
養
費
と
し
て
口
座
へ
払
い
戻
し

ま
す
。

問
市
民・国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

感
染
症
の
影
響
で
令
和
４
年
１
月

以
降
の
収
入
が
減
少
し
、
世
帯
全

員
が
住
民
税
非
課
税
相
当
と
な
っ

た
世
帯
。
支
給
額
／
１
世
帯
あ
た

り
10
万
円
。
そ
の
他
／
①
＝「
確

認
書
」
が
届
き
ま
す
。（
一
部
申

請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

②
＝
申
請
が
必
要
で
す
。
添
付
書

類
等
詳
し
く
は
、社
会
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

　今
年
も
、
ク
マ
が
市
内
各
所
で

頻
繁
に
出
没
し
て
い
ま
す
。
ク
マ

は
青
い
カ
キ
で
も
食
べ
る
た
め
①

幹
に
ト
タ
ン
を
巻
く
②
木
の
周
辺

を
電
気
柵
で
囲
む―

な
ど
の
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。
不
要
な
カ
キ

や
ク
リ
の
木
な
ど
は
伐
採
す
る
と

と
も
に
、
果
実
等
は
放
置
せ
ず
に

早
め
に
収
穫
し
て
ク
マ
の
エ
サ
と

な
る
も
の
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
で
伐
採
す
る
場
合
は
、
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
林
政

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
山
に
入
る
と
き
は
鈴
や
ラ
ジ

オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の
存
在
を

示
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
一
の

た
め
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆

竹
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
早

問
同
会
会
長
　上
原
光

　☎（
49
）０
１
５
５

　障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
３
１
８

聞
こ
え
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

　府
は
、
聞
こ
え
に
く
さ
を
感
じ

て
い
る
人
の
た
め
の
「
Ｕ
60
企
画
」

と
「
聞
こ
え
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

Ｕ
60
企
画
＝
日
時
／
10
月
22
日

（
土
）午
後
１
時
〜
３
時
30
分
。
場

所
／
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー
（
城
陽
市
）。
対
象
／
60
歳

未
満
の
聞
こ
え
に
く
い
人
や
聞
こ

え
な
い
人
、
そ
の
家
族・関
係
者
、

関
心
の
あ
る
人
。
内
容
／
聴
覚
障

害
者
の
職
場
や
学
校
、
社
会
に
お

け
る
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
学

び
、
意
見
交
換
。
申
し
込
み
／
10

月
14
日（
金
）ま
で
に
京
都
聴
覚
言

語
障
害
者
福
祉
協
会
へ
。
聞
こ
え

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
教
室

＝
日
時
／
10
月
29
日（
土
）午
後
１

時
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
舞
鶴
市

西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー
（
舞
鶴
市
）。

対
象
／
聞
こ
え
に
く
い
人
や
聞
こ

え
な
い
人
、
そ
の
家
族・関
係
者
、

関
心
の
あ
る
人
。
内
容
／
聞
こ
え

を
補
う
機
器
や
制
度
の
説
明
と
体

験
。
申
し
込
み
／
10
月
21
日（
金
）

集
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
27
日（
日
）午
前
９
時

〜
。
会
場
／
総
合
運
動
公
園
（
上

杉
町
）。
部
門
／
中
学
生
、
高
校

生
、一
般
の
部
（
い
ず
れ
も
男
子
、

女
子
）、
シ
ニ
ア
の
部
（
50
歳
以

上
、
男
女
混
合
可
）、
オ
ー
プ
ン

の
部
（
男
女
混
合
可
）
距
離
／
５

区
間
13
㌔
。
参
加
資
格
／
市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
人
と
市
内
の

学
校
の
卒
業
生
。
申
し
込
み
／
10

月
７
日（
金
）ま
で
に
参
加
申
込
書

を
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

そ
の
他
／
小
学
生
駅
伝
も
同
日
開

催
。
詳
し
く
は
各
小
学
校
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

農
業
大
学
校
新
入
学
生

　府
立
農
業
大
学
校
は
、
令
和
５

年
度
入
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日
／
推
薦
＝
10
月
28
日

（
金
）。
前
期
＝
令
和
５
年
１
月
12

日（
木
）。
後
期
＝
令
和
５
年
２
月

17
日（
金
）。
試
験
場
所
／
府
立
農

業
大
学
校
（
位
田
町
）。
出
願
資

格
／
高
校
か
中
等
教
育
学
校
の
卒

業
者
（
令
和
５
年
３
月
卒
業
見
込

み
）。
令
和
５
年
４
月
１
日
時
点

で
40
歳
未
満
の
人
。
募
集
人
数
／

20
人
程
度
（
推
薦
入
学
含
む
）。

学
業
期
間
／
２
年
間
（
全
寮
制
）。

ま
で
に
京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福

祉
協
会
へ
。 

問
同
協
会

　☎
０
７
５（
８
４
１
）８
３
３
７

　F
０
７
５（
８
４
１
）８
３
１
５

　　kikoe-shien@
kyoto-cho

　
　

gen.or.jp

一
部
列
車
の
運
行
を
取
り
止
め

　Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
10
月
17
日

（
月
）〜
19
日（
水
）の
午
前
９
時
頃

〜
午
後
３
時
頃
、
綾
部
〜
東
舞
鶴

間
の
保
守
集
中
工
事
を
実
施
す
る

た
め
、
一
部
列
車
の
運
行
を
取
り

止
め
、臨
時
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

バ
ス
は
通
常
よ
り
時
間
を
要
し
、

座
席
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
利

用
日
や
利
用
時
間
の
変
更
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。
な
お
、
具
体
的
な

運
転
計
画
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｒ
西

日
本
お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
５
７
０（
０
０
）２
４
８
６

綾
部
市
民
駅
伝
競
走
大
会

　市
な
ど
は
「
第
38
回
綾
部
市
民

駅
伝
競
走
大
会
」
の
出
場
者
を
募

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

綾
部
市
戦
没
者
追
悼
式

　市
内
２
４
３
２
人
の
戦
没
者
の

尊
い
犠
牲
に
対
し
、
哀
悼
の
誠
を

さ
さ
げ
ま
す
。
ま
た
、
遺
族
の
ご

労
苦
に
敬
意
を
表
し
、
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
20
日（
木
）午
前
10
時

〜
。
場
所
／
中
丹
文
化
会
館
（
里

町
）。
参
列
者
／
遺
族
（
戦
没
者

の
配
偶
者
・
３
親
等
内
の
親
族
な

ど
）。
そ
の
他
／
参
列
を
希
望
す

る
一
般
の
人
は
９
月
30
日（
金
）ま

で
に
社
会
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
給
付
金

　住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
等

の
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
臨
時
特

別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
世
帯

の
全
員
が
税
制
上
の
扶
養
に
な
っ

て
い
る
場
合
や
既
に
同
給
付
金
の

支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

対
象
／
①
＝
令
和
４
年
度
分
の
住

民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税
の
世

帯
。
②
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス　　＝メール

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

受
付
期
間
／
推
薦
＝
９
月
20
日

（
火
）〜
10
月
４
日（
火
）。
前
期
＝

12
月
１
日（
木
）〜
12
月
14
日

（
水
）。
後
期
＝
令
和
５
年
１
月
20

日（
金
）〜
２
月
１
日（
水
）。
推
薦

入
学
試
験
／
高
校
、
大
学
、
市
町

村
、
Ｊ
Ａ
等
の
長
の
推
薦
に
よ
る

出
願
が
可
能
。

問
同
大
学
校
☎（
48
）０
３
２
１

　F（
48
）０
３
２
２

９
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
１
０
５
５
人
（
男
１

４
８
９
４
、
女
１
６
１
６
１
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
９
０
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

６
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

８
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
７
０
㌧
（
前
年
比
１
・

９
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
82
㌧
（
同
23
・
３
㌫

増
）
で
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

家
庭
ご
み
の
処
理
量

募

　集

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

10
月
10
日（
月
・
祝
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会

■日 

10
月
11
日（
火
）■時 

14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

10
月
19
日（
水
） 

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

応
急
手
当
普
及
員
及
び
応
急
手

当
指
導
員
再
講
習

■日 

10
月
22
日（
土
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

消
防
署
（
味
方
町
）

※

応
急
手
当
普
及
員
は
16
時
ま
で

■問 

消
防
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

10
月
25
日（
火
）■時 

13
時
〜
14
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

■日 

10
月
30
日（
日
）

■時 

９
時
30
分
〜
13
時
30
分

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※
５
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
定
員

５
組
。
参
加
費
１
人
４
０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り

■日 

10
月
２
日（
日
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青

野
町
）、
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア

リ
ー
ナ
（
市
民
セ
ン
タ
ー
・
西
町

三
丁
目
）

■問 

同
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
林
政
課
）

　☎（
42
）４
３
６
２

髙
倉
神
社
秋
季
例
大
祭

■日 

10
月
９
日（
日
）■時 

８
時
〜

■場 

髙
倉
神
社
（
高
倉
町
）〜
里
宮
髙

倉
神
社
（
里
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

於
与
岐
八
幡
宮
秋
季
大
祭

■日 

10
月
９
日（
日
）■時 

９
時
30
分
〜

■場 

於
与
岐
八
幡
宮
（
於
与
岐
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

秋
の
バ
ラ
ま
つ
り

■日 

10
月
15
日（
土
）〜
11
月
14
日（
月
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

綾
部
バ
ラ
園
（
青
野
町
）

■問 

あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

第
８
回
中
丹
文
化
交
流
フ
ェ
ス
タ

「
中
丹
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

■日 

10
月
23
日（
日
）

■時 

13
時
30
分
〜

■場 
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 
中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

10
月
26
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

第
７
回
栗
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

■日 

10
月
29
日（
土
）■時 

10
時
〜
14
時

■場 

栗
文
化
セ
ン
タ
ー
（
栗
町
）

■問 

栗
文
化
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
48
）０
３
１
１

地
球
市
民
の
集
い

■日 

10
月
29
日（
土
）■時 

10
時
40
分
〜

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野
町
）

■問 

企
画
政
策
課
☎（
42
）４
２
１
７

育
児
相
談

■日 

10
月
４
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

歯
科
相
談
あ
り

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

10
月
５
、19
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

10
月
５
、
19
日（
水
）

■時 
５
日
＝
13
時
20
分
〜
16
時
10
分
、

　19
日
＝
14
時
20
分
〜
16
時
10
分 

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
は
５
日
３
人
、
19
日
２
人
。

１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

法
の
日
週
間
特
設
人
権
相
談

■日 

10
月
７
日（
金
）■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

就
職
相
談

■日 

10
月
11
、25
日（
火
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

耳
の
こ
と
相
談

■日 

10
月
11
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

交
通
事
故
相
談

■日 

10
月
12
、
26
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

10
月
14
日（
金
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

10
月
19
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

10
月
19
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

行
政
相
談

■日 

10
月
20
日（
木
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

法
律
相
談

■日 

10
月
20
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
10
月
13
日（
木
）〜
。

　先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

法
律
・
登
記
相
談

■日 

10
月
21
日（
金
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

10
月
26
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

11
月
１
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
10
月
25
日（
火
）〜

　28
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

10
月
２
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

10
月
２
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■時 

19
時
ま
で

■日 

10
月
６
、
13
、
20
、
27
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

８
月
受
付
分

《
井
根
山
公
園
に
》

四
方
禎
治
（
天
神
町
） 

句
碑
１
基

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
駅
北
複
合
施
設
に
》

１
件 

１
０
０
万
円

※

お
名
前
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　公
開
し
て
い
ま
す

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

91
件 

６
８
２
万
５
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
10
〜
11
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

会員になりませんか！ご入会いただける方をご紹介ください！

※専用の振込用紙で郵便局、金融機関でお支払いいただけます。クレジット決済も可能。

③市内飲食店の割引券・市内施設の無料利用券を送付　「あやべ温泉入浴無料」携帯クーポン配信

綾部市 秘書広報課　TEL 0773-42-4204　FAX 0773-42-4905
e-mail：tokubetusimin@city.ayabe.lg.jp　　https://www.ayabefan.com/

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

10
月
10
日（
月
・
祝
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会

■日 

10
月
11
日（
火
）■時 

14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

10
月
19
日（
水
） 

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

応
急
手
当
普
及
員
及
び
応
急
手

当
指
導
員
再
講
習

■日 

10
月
22
日（
土
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

消
防
署
（
味
方
町
）

※

応
急
手
当
普
及
員
は
16
時
ま
で

■問 

消
防
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

10
月
25
日（
火
）■時 

13
時
〜
14
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

■日 

10
月
30
日（
日
）

■時 

９
時
30
分
〜
13
時
30
分

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※
５
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
定
員

５
組
。
参
加
費
１
人
４
０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り

■日 

10
月
２
日（
日
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青

野
町
）、
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア

リ
ー
ナ
（
市
民
セ
ン
タ
ー
・
西
町

三
丁
目
）

■問 

同
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
林
政
課
）

　☎（
42
）４
３
６
２

髙
倉
神
社
秋
季
例
大
祭

■日 

10
月
９
日（
日
）■時 

８
時
〜

■場 

髙
倉
神
社
（
高
倉
町
）〜
里
宮
髙

倉
神
社
（
里
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

於
与
岐
八
幡
宮
秋
季
大
祭

■日 

10
月
９
日（
日
）■時 

９
時
30
分
〜

■場 

於
与
岐
八
幡
宮
（
於
与
岐
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

秋
の
バ
ラ
ま
つ
り

■日 

10
月
15
日（
土
）〜
11
月
14
日（
月
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

綾
部
バ
ラ
園
（
青
野
町
）

■問 

あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

第
８
回
中
丹
文
化
交
流
フ
ェ
ス
タ

「
中
丹
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

■日 

10
月
23
日（
日
）

■時 

13
時
30
分
〜

■場 
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 
中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

10
月
26
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

第
７
回
栗
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

■日 

10
月
29
日（
土
）■時 

10
時
〜
14
時

■場 

栗
文
化
セ
ン
タ
ー
（
栗
町
）

■問 

栗
文
化
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
48
）０
３
１
１

地
球
市
民
の
集
い

■日 

10
月
29
日（
土
）■時 

10
時
40
分
〜

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野
町
）

■問 

企
画
政
策
課
☎（
42
）４
２
１
７

育
児
相
談

■日 

10
月
４
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

歯
科
相
談
あ
り

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

10
月
５
、19
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

10
月
５
、
19
日（
水
）

■時 
５
日
＝
13
時
20
分
〜
16
時
10
分
、

　19
日
＝
14
時
20
分
〜
16
時
10
分 

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
は
５
日
３
人
、
19
日
２
人
。

１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

法
の
日
週
間
特
設
人
権
相
談

■日 

10
月
７
日（
金
）■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

就
職
相
談

■日 

10
月
11
、25
日（
火
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

耳
の
こ
と
相
談

■日 

10
月
11
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

交
通
事
故
相
談

■日 

10
月
12
、
26
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

10
月
14
日（
金
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

10
月
19
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

10
月
19
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

行
政
相
談

■日 

10
月
20
日（
木
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

法
律
相
談

■日 

10
月
20
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
10
月
13
日（
木
）〜
。

　先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

法
律
・
登
記
相
談

■日 

10
月
21
日（
金
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

10
月
26
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

11
月
１
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
10
月
25
日（
火
）〜

　28
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

10
月
２
日（
日
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

10
月
２
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■時 

19
時
ま
で

■日 

10
月
６
、
13
、
20
、
27
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税・料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

８
月
受
付
分

《
井
根
山
公
園
に
》

四
方
禎
治
（
天
神
町
） 

句
碑
１
基

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
駅
北
複
合
施
設
に
》

１
件 

１
０
０
万
円

※

お
名
前
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　公
開
し
て
い
ま
す

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

91
件 

６
８
２
万
５
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
10
〜
11
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

会員になりませんか！ご入会いただける方をご紹介ください！

※専用の振込用紙で郵便局、金融機関でお支払いいただけます。クレジット決済も可能。

③市内飲食店の割引券・市内施設の無料利用券を送付　「あやべ温泉入浴無料」携帯クーポン配信

綾部市 秘書広報課　TEL 0773-42-4204　FAX 0773-42-4905
e-mail：tokubetusimin@city.ayabe.lg.jp　　https://www.ayabefan.com/
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ス
や
市
民
駅
伝
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
支
援
▽「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」

の
普
及
推
進―

な
ど
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
と
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
や
ド
ッ
チ
ビ
ー
な

ど
老
若
男
女
誰
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
平
成
24
年
に

は
同
協
議
会
で
「
あ
や
べ
ク
ロ
ス
ロ
ー
」

を
考
案
。
普
段
の
体
力
作
り
に
関
心
が

な
い
人
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
内
外

へ
の
普
及
や
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
や
地
域
の

行
事
、
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
同
協
議
会
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
同
協

議
会
事
務
局
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
☎（
42
）４
３
５
６
ま
で
。

綾部をスポーツのまちに
綾部市スポーツ推進委員連絡協議会

　今回の情報すくらんぶるは、スポーツの普及を通して市
民の健康づくりを支える綾部市スポーツ推進委員連絡協議
会（滝下香代子会長）を紹介します。

　スポーツのまちあやべを
目指して30年間、市民の皆
さんと活動を続けてきまし
た。最近はコロナ禍の影響で、
全体的に体力不足の傾向も。
誰でも運動ができるよう、
私たちがお手伝いします。

同会会長
　滝下香代子さん

マスコットキャラクター
スポドリくん

101

「あやべクロスロー」スポーツ推進
委員考案！

　４チームが６つの木製コマ（パッ
ク）を的に向かって順に投入。十字
になっている的の中心は３点、周囲

は１点。パックで相手パックを押し出したり、
自パックを押し出して枠内に入れたり、駆け
引きをしながら得点を競う。

ルール

ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　国
は
昭
和
36
年
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

を
図
る
た
め
、「
体
育
指
導
委
員
」
を

全
国
に
設
置
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
翌

年
、
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議
会
を
設

立
。
平
成
23
年
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

連
絡
協
議
会
に
改
称
し
ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
と
地
域
の
健
康
づ

く
り
支
援
に
加
え
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
催
し
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

も
期
待
さ
れ
、
現
在
17
人
の
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
で
活
躍

　同
協
議
会
の
取
り
組
み
は
主
に
▽

ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
▽
二
王
門
登
山
レ
ー


